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１．研究計画の概要 
本研究はPisot数や Salem数と呼ばれる代数
的数の研究、および Pade 近似などの有理近
似法を通して、超越数の性質を解析的に研究
するものである．この分野における未解決問
題として重要なものに、Mahler 測度の下か
らの評価や無理数性・超越性などの問題があ
る．従来行ってきた Pade 近似および Pade
型近似などの解析的手法を進展させ、小数部
分に関する興味ある問題にも取り組む． 
 
 
２．研究の進捗状況 
以前の円周率を含む有理近似に関する仕事
と比較すると、残念ながら研究の進捗状況は
華々しいものではない．Mahler の問題のよ
うに、問題自体が難しいことと、Pade 近似
以外の新しい手法を見いだすことの難しさ
がある．この方向で解決できるという印象が
あるものの、なかなか実現できない状況であ
る． 
 
  
３．現在までの達成度 
達成度はやや遅れているが、Hermite積分に
よる Pade 近似法をさらに改良し、超越数 e 
のベキ乗の小数部分の下からの評価を精密
にし、従来のMahlerおよびWielonskyによ
る結果を改良できた．この結果は、対数の小
数部分に関する評価に翻訳することができ、
対数の一次形式に関する Waldschmidt 予想
への寄与にもなっている． 
 
 

４．今後の研究の推進方策 
3.で述べた研究をさらに改良していくこと
と、一方で、全く新しい手法を求め模索して
いくことも考えている．例えば、オイラーの
定数のような数にも使える方法が求められ
ている． 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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